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荻原　豪太（修士課程）

　私は、日本学術振興会のITP（若手研究者インターナショナル・
トレーニング・プログラム）でボルネオ島（カリマンタン）の北西
部に位置するマレーシアのサバ州、州都コタ・キナバルに２００８年９
月２日から１０月３０日までと２００９年８月７日から１０月６日までの約
４ヶ月間、魚類調査のために滞在した。私にとって２００８年の渡航が
初めての海外体験となった。１回目のマレーシアへの渡航は、鹿大
博物館の本村先生に同行いただいたので、日本からの出国やマレー
シアの入国もスムーズに通過することができた。コタ・キナバル空
港から外に出た時の、第一印象は想像以上に気温が高く、湿度が低
く感じたことだ。到着してすぐに空港に迎えに来てくださったサバ
大学の向井先生とAudrey先生に対面し、大学の公用車でホテルに
案内していただいた。車の外を見ると日本とはまったく違った風景
が次々に通り過ぎて行った。ラウンドアバウトや熱帯性の植物、モ
スク（図１）、中国寺院など数えればきりがないほど、私の目には
すべてが新鮮に映っていた。
　体験記の前にサバ州の説明を少し加えておこう。サバ州は、日本
から直行便で約６時間、ボルネオ島の北部に位置し、ブルネイとイ
ンドネシアに隣接している。ここには東南アジア最高峰のキナバル
山（図２）を含む世界遺産のキナバル国立公園と旧日本軍が採掘し
た温泉などがあり、観光地として有名である。公用語はマレー語で、
マレー系、中国系、インド系ならびに先住民族が居住している。
　次の日、ここでお世話になるサバ大学ボルネオ海洋研究所

（Broneo Marine Research Institute, Universiti Malaysia Sabah: 
BMRI） に 案 内 し て い た だ い た。 サ バ 大 学（UMS: Universiti 
Malaysia, Sabah）は１９９４年にマレーシア国立大学から分離独立し
た総合大学で、国内２番目の国立大学である。ボルネオ海洋研究所
は、特に養殖分野に力を入れており、私が研究に使用させていただ
いた建物のすぐ近くに大規模な養殖場が併設されていた（図３）。
さらに同研究所は、水族館が設置されており、ウミガメの保全にも
力を入れていた。私は、マレーシア渡航前に研究計画についての綿
密な打ち合わせを行っていなかったため、まずは必要な道具の有無
と具体的な研究の内容と計画をAudrey先生に説明することから始

めた。研究内容はすんな
りと理解していただいた
が、主な調査場所として
考えていたコタ・キナバ
ルの中央市場（図４･５）
がホテルから遠いことが
問題となった。ホテルか
ら中央市場までは車で約
２０分かかり、自力で毎日
早朝に通うのは困難で
あった。午前４時にはホ

マレーシア・サバ州コタ・キナバルでの体験記

図１．コタ・キナバル市立モスク

図２．キナバル山

図３．大学の養殖場

図４．魚市場 図５．水揚げ場
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テルを出発しなければならないため、交通機関はタクシーしかなかったが、タクシーは日本と同様で深夜料金
制度があり通常の２倍の料金が必要であった。これでは、費用が掛かり過ぎてしまうので、Audrey先生から
ホテルのスタッフに安いタクシーを紹介してもらえるように頼んでいただいた。しかしながら、なかなか良い
条件のタクシーがなく困っていたところ、運が良いことに、ホテルのスタッフのDaveさんが毎朝、タクシー
料金の半額でホテルと市場の送り迎えをしてくれると申し出てくれた。後でわかったことだが、Daveさんの
奥さんが日本人だったため親切に接してくれたようである。これで、無事に市場に行って魚類標本の収集がで
きることとなった。
　早速、次の日から毎日市場に行ってサンプリングを開始した。日本とは異なり、マレーシアでは魚の保存に
はほとんど氷を使用していないため、多くの魚は内臓が傷んでおり、市場の周辺は異臭に包まれていた。始め
のうちは、その匂いに慣れていなかったため気分が悪くなったりもした。私は、研究対象であるオニオコゼ
の仲間を中心にマレーシアの市場調査を行った。オニオコゼの仲間
は、ヒレのトゲに毒を持っており危険なため、漁師は採集しても海
上投棄をしている。港までオニオコゼの仲間を持ってきてもらうた
めに、底曳網の漁師を探し英語で交渉した。漁師は、大半がマレー
系であるため、かたことの英語しか話せないので、私は写真とジェ
スチャーを交えて説明をし、理解してもらった。数日後、私の携帯
電話にオニオコゼが採れたことを知らせる連絡がきた。早速、市場
に行くと漁師がオニオコゼをわざわざ分けてくれていたことに感銘
を受けた。結局、現地の人たちの精力的な努力とご好意で、２ヶ月
間無事に順調なサンプリングを行うことができた（図６･７）。
　２年目の調査の際は、１年目に行った市場調査だけでなく、自分
で採集を行うこともできた。シュノーケリングのサンプリング時
は、板鰓類の分類学者であるMabel先生とそのご主人に大変お世話
いただいた。Mabel先生のご主人は、鹿児島大学の卒業生というこ
ともあり、非常に親切にしていただいた。サンプリングは、サバ州
の東海岸にあるクナック（Kunak）沖にあるタバワン島（Tabawan 
Island）（図８）とサバ大学の裏の海岸で行った。クナックは、港
町で海辺の居住者は水上集落（図９）または船上生活を送っていた。
タバワン島は、クナックから小型ボートで３０分ほど沖に行ったとこ
ろにあり、島は平地がほとんどなく建物を建てるのが困難なため、
水上ハウスで生活をした。この水上ハウスは、Mabel先生のご主人
が設計をされたため、日本人の私にとってとても快適な生活を送る
ことができた。水上ハウスは、リビングがテラスのような造りになっ
ており、海の小波が聞こえ、風が心地よく南国気分を満喫すること
ができた。マレーシアの海は、鹿児島周辺の海とは異なり、どこま
ででも先が見えるような透明度の高さであった。さらに熱帯域特有
のカラフルな魚種が多く、採集していると目移りしてしまった。日
本に分布していない種類の魚を水族館ではなく、フィールドで見る
ことができ感動した。海の壮大さや自然の素晴らしさを感じ、さま
ざまな海域で採集を行ってみたいと思った。また、潜っている時に
多くの死サンゴの残骸を目にした。この海域では、今でも盛んにダ
イナマイトを使用したダイナマイト漁が行われており、サンゴに対
する影響が危惧されている。私は、この状況を目の当たりにし、現
状を正確に把握することができたので、自然を守るために何をすれ
ばよいのか真剣に考えなければならないと思った。
　私が訪問した９月は、イスラム教のラマダン（断食）の月にあた
りイスラム教徒は日の出から日没まで一切の飲食をしていなかっ

図６．標本の鰭立て

図７．シマネコザメ（標本写真）

図８．タバワン島

図９．水上集落
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た。幸いコタ・キナバルは、マレー系と中華系がそれぞれ半数ぐら
いであるため、すべてのレストランが日中休みということはなく、
マレー料理のレストラン以外は営業を行っていた。私の場合、ラマ
ダンでも市場調査であれば支障はなかったが、自分でサンプリング
に行く場合は大学のスタッフも休みなので移動手段がなくなってし
まう。このようなこともあるので、あえてこの時期に行かなければ
ならない場合以外は渡航を避けた方が無難だと思った。１ヶ月間の
ラマダンが終わると、ハリラヤ・プアサ（断食明け）の盛大なパー
ティーがあり、近所の人や親戚などが多く集まる。私のお世話になっ
たサバ大学でも同様にパーティーが行われた（図１０）。
　現地での食べ物は、とくに辛い食べ物が多いというわけでもなく
食べやすいものが多かった。コタ・キナバルはマレー半島の地域と
は異なり、はじめから味付けを辛くするのではなく、好みによって
調味料（主にチリソース）を足して辛さを調整できるので、辛い食
べ物が苦手な私にとっては非常にありがたかった。代表的な料理と
してマレー料理ではナシ・ゴレンやミー・ゴレンなど、中華料理で
は肉骨茶（バクテー）や海南鶏飯（チキンライス）など、インド料
理ではロティ・チャナイやバナナリーフカレーなどがあり、私個人
としては中華料理が一番おいしいと思った。マレーシアに限らず、
東南アジアではどこの国でも同じような状況であると思うが、鮮度
が命である魚介類などの食品はほとんど扱われていない。また、フ
ルーツは豊富でマンゴー、ドリアン、ランブータン、マンゴスティ
ン、スターフルーツ、ココナッツ、パパイヤ、パッションフルーツ、
グァバなどを美味しくいただいた（図１１）。
　コタ・キナバルの街は、都会であるため研究道具などの特殊なも
のを除けば、ほとんど現地で調達が可能であった。サバ大学の校門
から徒歩５分圏内に大型ショッピングモールがあり、スーパーマー
ケットやレストラン、ホテルなどが入っているのでとても便利で
あった。私はそこの１泊９００円のホテルに滞在していた。コタ・キ
ナバル市内の中心街はサバ大学から車で２０分ほど行ったところにあ
り、大型ショッピングモールが６ヶ所ほどあった。さらに日曜日に
は、ガヤ通りに数十の屋台が並びサンデーマーケットが行われる（図
１２）。この屋台で売られるものは通常の店よりも安く、交渉次第で
は半額ぐらいまで値引くこともできる。
　サバ大学のスタッフ（図13）や現地の人々のご尽力や親切な対応
がなければ、私の調査はできなかったことは明らかであり、心より
深く感謝している。また、私の英語能力はとても未熟であったが、
真摯な態度で理解しようと努力をしてくださった大学スタッフの皆
様にはとても勇気づけられた。とくに日本と比べて教育環境が恵ま
れているとはいえないマレーシアの学生が、少なくとも２ヶ国語を

話せており、いっぽうの私は英語を学ぶ機会が多くあるにも関わらず、英会話能力が低く情けなく思った。今
後は、ある程度の英会話能力を向上させた上で海外の渡航に臨みたいと身にしみて感じている。本調査で得た
経験は、将来の研究はもちろん今後の人生に大きなものを与えるものだったと思う。
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図10．ハリラヤ・プアサ

図１１．果物市場

図12．サンデーマーケット

図13．サバ大学のみなさんと


